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1．開催概要

第 3 回日本臨床薬理学会第 3 回 関東・甲信越地方会を

2018年 11月 24日（土）・25 日（日）の 2 日間にわたり横

浜市社会福祉センターで開催した．通常地方会は 1日の会

期で行われるが，今年度は日本臨床薬理学会総会が秋に開

催されないという特殊な事情があったため，社員総会など

学会が主催する行事と合わせて，関東・甲信越地方会を計

2 日間にわたって開催することとなった．地方会としての

統一テーマは設けず，広く合理的な薬物療法に関するワー

クショップ 3題，シンポジウム 1題と，一般演題，スポン

サーセミナーが行われ，それぞれ多くの方々が参加され，

盛んな討議がなされた．天気にも恵まれ，延べ 238名の参

加をいただいた（Figure 1，Photo. 1，Table 1）．

2．ワークショップ

臨床薬理学に関する幅広い分野にわたって，3 つを企画

した．1 つ目は認定 CRC 委員会の山田浩氏（静岡県立大

学），榎本有希子氏（日本大学）が座長のもと「CRCの経験

を活かしたキャリアアップと未来予想図」，2つ目は熊谷雄

治氏（北里大学），貝原徳紀氏（ファイザー㈱）が座長のも

と「臨床薬理学としてのファーマコメトリクスⅣ」，3つ目

は植田真一郎氏（琉球大学），越前宏俊氏（明治薬科大学）
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Figure 1 第 3回 関東・甲信越地方会ポスター

Photo. 1 会長挨拶
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座長のもと「ベッドサイドの臨床薬理学」であった．臨床

薬理学を担ううえで重要な柱である CRC，製薬企業，臨床

とさまざまな分野から多くの方がそれぞれの立場から討論

に参加され，それぞれ総会並みの活発な会議となった

（Photo. 2, 3）．

3．シンポジウム

臨床薬理研究振興財団との共催シンポジウムとして乾直

輝氏（浜松医科大学）が座長のもと「第 2 回臨床薬理学集

中講座フォローアップ・セミナー」が行われ，若手の臨床

薬理学者を中心に建設的な意見が数多く出され，非常に今

後の発展性を感じさせる有意義なものとなった．

4．一般演題その他

一般演題は口演 8題とやや少なめであったが，臨床，薬

学系など幅広い分野からの演題が集まり，それぞれ活発な

討論がなされた．スポンサーセミナーも 2題なされ多くの

方々が参加された（Photo. 4）．また学術総会で例年行われ

る社員総会および臨床薬理学講習会も，本地方会に付帯し

て第 2日目に行われた．

5．終わりに

天候にも恵まれ多くの方々に参加いただき，実務的な面

でも大きなトラブルもなく終えることができ，まずは安堵

しているところです．来年は群馬大学中村哲也氏を会長と
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Table 1 タイムテーブル
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して高崎市で開催されることも決まっており，今年以上の

盛会となることを祈念しております．

末尾になりますが，開催のお手伝いをいただいた当教室

の荒川裕輔先生およびメディカル東友㈱西井喜久子様をは

じめとする関係各位に深謝いたします．
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Photo. 2 ワークショップ風景 1 Photo. 3 ワークショップ風景 2

Photo. 4 スポンサーセミナー風景


